
A　R2.4.2資金調達時の留意点

資

金

調

達

①自己資金で補填する

助成金・補助金（社労士へ）②借入等で補填する

③生保の契約者貸付金制度を利用

粗利益の3ヶ月分～6ヶ月分を確保する

人件費はコレ

借入限度額を

計算する

どこまで取り崩すか

銀行

日本政策金融公庫

今後の予測

（情報収集）

①同業者

②他業種

③第3者

④ネット等

①借り増し

②借りまとめ

③借り延ばし
月々返済額

総額


